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� 3 �機
はた

を織る女性と， 4 �米や豆を売る女性
　 〈『七

しち
十
じゅう

一
いち

番
ばん

職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

[模
も

本
ほん

]』東京国立博物館蔵〉

1 �室
むろ

町
まち

時代のころの田植えの様子〈『月
つき

次
なみ

風
ふう

俗
ぞく

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

』東京国立博物館蔵
ぞう

〉

2 �建築現場で働く人たち〈『春
かす

日
が

権
ごん

現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』宮
く

内
ない

庁
ちょう

三の丸尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵〉

　歴史では，主に紙に文字で情報を記録した文
ぶん

献
けん

や，出土し
た遺

い

物
ぶつ

などをもとに，過去のできごとを明らかにします。一
方で，時代によっては文献資料があまり残されていないこと
もあります。また，文書を作成したり保管したりする仕事は，
成人男性が担

にな

うことが多かったため，女性や子どもについて
の歴史的な文献はあまり多くは残されていません。
　資料が限られているなかで，過去の時代の女性や子どもの
様子を知るための手がかりとなるのが，物語や絵画です。こ
こでは，絵画をもとに，中世の女性や子どもの様子を読み解
いていきましょう。
　 1 の絵は，室

むろ

町
まち

時代の田植えを描
えが

いたものです。
　絵の左側には，華

はな

やかな服を着た女性たちが田植えをして

います。その右側では，田
でん

楽
がく

を舞
ま

ったり，苗
なえ

を運んだりして
いる男性が描かれています。田植えは，田の神を祭る行事で
もあったため，性別によって役割が分けられていたことがわ
かります。
　この絵画の中に，子どもを見つけることはできたでしょう
か。苗や食事・飲み物を運ぶ人たちの中には，手伝いをする
子どもも描かれています。また，絵の右上には，小屋に３人
の子どもが描かれています。子どもたちは，鳥が農作物を荒
らさないように，鳴

なる

子
こ

とよばれる音を鳴らすしかけを使って，
田から鳥を追い払

はら

っています。この「鳥
とり

追
お

い」は，現在では，
子どもたちが鳥追い歌を歌いながら地

ち

域
いき

を回るなど，形を変
えて，地域の年中行事として伝わっています。

女性や子どもと農業

　 2 の絵には，烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶった大人の男性が，大
だい

工
く

の仕事
をしている様子や，子どもたちが，水もりや墨

すみ

つけなどの手
伝いをしている姿

すがた

が描かれています。子どもたちは，まだ大
人ではないため，烏帽子をかぶっていません。
　子どもたちは，７歳

さい

くらいから仕事を手伝うようになり，
仕事を覚えながら育っていきました。一方，７歳未満の幼

よう

児
じ

は，責任能力がなく，身分の尊
そん

卑
ぴ

もない存
そん

在
ざい

とされていたこ
とから，昔の絵画では，幼児を裸

はだか

で表現していました。
　子どもたちが，大人の仲間入り（現在でいう成人）するのは，
15歳くらいだったとされています。これくらいの年

ねん

齢
れい

にな
ると，村の寄

より

合
あい

への参加や，書類への署
しょ

名
めい

もできるようにな
りました。1485年に起きた山

やま

城
しろの

国
くに

一
いっ

揆
き

の記録にも，「今日，
山城の国

こく

人
じん

が集会した。その年齢は，上が60歳，下が15・

女性や子どもと商工業
16歳という。」とあり，一揆に参加できるようになるのも，
15歳くらいからだったことがわかります。
　 3 ・ 4 の絵は，商工業で活躍する人々などを描いた『七

しち

十
じゅう

一
いち

番
ばん

 職
しょく

人
にん

歌
うた

合
あわせ

』の一部です。
　中世には，各地に市

いち

が開かれるようになり，商工業がいっ
そう発展しました。こうした動きを背景に，職人や商人とし
て活躍の場を広げる女性も増えていきました。『七十一番職
人歌合』には，142の職業が描かれており，そのうち34の
職業では女性が描かれています。こうした絵画資料を読み解
いていくと，当時は，性別の違

ちが

いなどで職種が限定される面
もあった一方で，女性は，家事や農業だけでなく，商工業な
どさまざまな職業で，幅広く社会で活躍していたことがわか
ります。

働く女性や子どもたち
中
ちゅう

世
せい

の社会では，人々は年
ねん

齢
れい

によって「童
わらべ
（子ども），大

お と な
人，翁

おきな
・媼

おうな
（男性・女性のお年寄り）」というように分けられていました。大人の男

性とともに，女性や子どもも社会の中で働く，欠かせない存在でした。どのような仕事で活
かつ

躍
やく

していたのか探
さぐ

ってみましょう。

歴史を探
さぐ

ろう
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歴史の窓 宋
そ う

と高
こ う

麗
ら い

　10世紀後半に中
ちゅう

国
ごく

を統一した宋（←ｐ.50）は，12世紀前
半に，北方におこった金

きん
との戦いに敗れ，都を南に移しまし

た（南
なん

宋
そう

）。宋では，長
ちょう

江
こう

以南でも新田の開発が進み，新たな
都市が発達しました。茶や陶

とう
磁
じ

器
き

などの生産も盛
さか

んになり，
銅の貨

か
幣
へい
（宋

そう
銭
せん

）とともに日本に輸出されました。また，木版
印刷が広まり，火薬や羅

ら
針
しん

盤
ばん

が実用化されるなど，科学技術

が発達しました。仏
ぶっ

教
きょう

では，禅
ぜん

宗
しゅう

や浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

が栄え，日本の仏
教にも影

えい
響
きょう

を与
あた

えました。儒
じゅ

教
きょう

では，家族の秩
ちつ

序
じょ

や身分の上
下を重んじる朱

しゅ
子
し

学
がく

が確立されました。
　10世紀前半に朝

ちょう
鮮
せん

を統一した高麗（←ｐ.50）では，仏教を
国が保護し，経

きょう
典
てん

が版木にほられて印刷されました。青
せい

磁
じ

とよ
ばれる美しい磁器も作られ，これらは日本にもたらされました。

4  12世紀の東アジアと日
に っ

宋
そ う

貿易

日　本　海

河
が

黄
こう

江
こう

長
ちょう

太

　
平

　
洋

た
い

　
　へい

　
　よう

揚州

開封

平泉

福原京

厳島神社

松浦

京都

坊津明州臨安
大輪田泊

博多

宋

金

日本
高麗

ヤンチョウ

ようしゅう

カイフォン

かいほう

ひらいずみ

ふくはらきょう

いつくしまじんじゃ

まつ ら

ぼうの つめいしゅうりんあん

おお わ だのとまり

はか た

そう

きん

こうらい

コ リョ
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平氏が朝廷から支配を
認められたところ

ちょうてい

みと

日宋貿易の行路
にっそう

P65-4

世界
遺産 国宝

1   春
か す が

日大
た い

社
し ゃ

に到
と う

着
ちゃく

した 
白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

 
〈『春日権

ごん
現
げん

験
げん

記
き

絵
え

』 
宮
く

内
ない

庁
ちょう

三
さん

の丸
まる

尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

蔵
ぞう

〉

平清盛が権
け ん

力
りょく

を握
に ぎ

るきっかけとな
ったできごとを確かめよう。

平氏の政治と，藤
ふ じ

原
わ ら

氏
し

の摂
せ っ

関
か ん

政治
を比べて，どのような共通点や違

ち が

いがあるか説明しよう。

表現

確認

6   壇
だ ん

ノ
の

浦
う ら

の戦い（江
え

戸
ど

時代に描かれたもの） 
〈『平家物語絵巻』林

はやし
原
ばら

美術館蔵〉

平氏は，宋や高麗の貿易船が来航しやすいように，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や港を整備して，日宋貿易でも大きな富
を築きました。海上交通の安全を祈

いの

って，厳島神社の
整備を援

えん

助
じょ

しました。

5  厳
いつく

島
し ま

神社（廿
はつ

日
か

市
いち

市）

白河上皇の周りには，
どのような人が
描
えが

かれているかな。

2    平
へ い

氏
し

の栄
え い

華
が

 
（『平

へい
家
け

物
もの

語
がたり

』より一部要約）

　清
きよ

盛
もり

自身が栄華を極
きわ

めるだけでなく，平
へい

家
け

一門がともに繁
はん

栄
えい

して，嫡
ちゃく

子
し

の重
しげ

盛
もり

は内
ない

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

将
しょう

，次男の宗
むね

盛
もり

は中
ちゅう

納
な

言
ごん

で右
う

大
だい

将
しょう

，三男の知
とも

盛
もり

は三
さん

位
み

の中
ちゅう

将
じょう

，嫡
ちゃく

孫
そん

の維
これ

盛
もり

は四
し

位
い

の少
しょう

将
しょう

と，全部で一門の公
く

卿
ぎょう

は16
人，殿

てん
上
じょう

人
びと

は30人余り，諸
しょ

国
こく

の役人など
を合わせると60人余りである。世の中に
は平家のほかに人がいないというほどの様
子であった。
1 あとつぎとなる子のこと。
2 嫡子の嫡子のこと。
3 大臣や大・中納言など，朝

ちょう
廷
てい

の中心的な
役職に就

つ
く位の高い貴

き
族
ぞく

のこと。
4 都の内

だい
裏
り

にある清
せい

涼
りょう

殿
でん

の殿
てん

上
じょう

の間
ま

に昇
のぼ

る
ことを許された，位の
高い貴族のこと。

1

2

3

4

3   平
たいらの

清
き よ

盛
も り

（1118～81） 
〈六

ろく
波
は

羅
ら

蜜
みつ

寺
じ

蔵〉

重文

［解説］◆

皇
こう

位
い

をゆずった太
だい

上
じょう

天
てん

皇
のう

（上皇）が住む御
ご

所
しょ

を院
とよんだことから，上皇も院とよばれました。
院で上皇が政治を行うことを院

いん

政
せい

といいます。

上
じょう

皇
こ う

・院
い ん

11世紀中ごろに，藤
ふじ

原
わら

氏
し

と血
けつ

縁
えん

関係がうすい

後
ご

三
さん

条
じょう

天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

すると，荘園を整理して公
こう

領
りょう

を増やし，摂
せっ

関
かん

家から政治の実
じっ

権
けん

を取りもどそうとしました。次

の白
しら

河
かわ

天皇は，幼
よう

少
しょう

の皇
おう

子
じ

に皇
こう

位
い

をゆずって上
じょう

皇
こう

となった後，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

をおさえて政治を行いました。これを院政といいます。

　白河上皇や，次に院政を行った鳥
と

羽
ば

上皇は，天皇としての制約

を受けない自由な立場にあったため，政治の方
ほう

針
しん

を変えて荘園を

増やしました。上皇や，上皇が新しく建てた寺社には，その権
けん

力
りょく

を頼
たよ

る中小貴
き

族
ぞく

から多くの荘園が寄
き

進
しん

されるようになりました。

荘園が増加すると，土地をめぐる争いも増えま

した。荘園をもつ有力な寺社は，自らの要求を

通すため，僧
そう

を武
ぶ

装
そう

させて僧
そう

兵
へい

とするようになりました。朝
ちょう

廷
てい

は，

僧兵の圧力に対応するために，武士を都の警
けい

備
び

に当てました。

　12世紀中ごろに鳥羽上皇がなくなると，院政の実権をめぐっ

て天皇家や藤原氏の対立が激
はげ

しくなりました。後
ご

白
しら

河
かわ

天皇は，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

や源
みなもとの

義
よし

朝
とも

らを従
したが

えて，崇
す

徳
とく

上皇に勝利しました（保
ほう

元
げん

の乱
らん

）。

後白河上皇が院政を始めた後にも再び朝廷内で争いが起こると，

清盛が義朝を破り，上皇の信
しん

頼
らい

を得た平
へい

氏
し

が，清盛を中心に勢力

を広げていきました（平
へい

治
じ

の乱）。この二つの事件では，京
きょう

都
と

で合
かっ

◆

1

3

荘
しょう

園
え ん

と院
い ん

政
せ い

中央の政治と
武

ぶ

士
し

戦
せん

が行われ，政治の争いが武士の力で決着したことから，貴族に

大きな衝
しょう

撃
げき

を与
あた

え，武士が政治にも力をもつようになりました。

平清盛は，武士として初めて政治の実権を握
にぎ

り

ました。朝廷の最高の役職である太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

にな

り，娘
むすめ

を天皇の后
きさき

にして，一族も高い位や役職を占
し

め，広大な公

領や荘園を支配して栄えました。また，瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の航路や大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

（現在の神
こう

戸
べ

港）を整備し，中
ちゅう

国
ごく

の宋
そう

と盛
さか

んに貿易を行いました。

商人や僧が行き来して，宋
そう

銭
せん

が大量に輸入され，新しい仏
ぶっ

教
きょう

の動

きも伝えられるなど，大陸との交流が活発になりました。

権力を強めた清盛に対して，天皇家や貴族は反

発を強めました。また地方の武士も，平氏への

不満をもつようになりました。清盛と後白河上皇の対立が激しく

なると，後白河上皇の皇子が平氏打
だ

倒
とう

をよびかける命令を発し，

伊
い

豆
ず

（静
しず

岡
おか

県）の源
みなもとの

頼
より

朝
とも

や木
き

曽
そ

（長
なが

野
の

県）の源
みなもとの

義
よし

仲
なか

ら源
げん

氏
じ

を中心と

する各地の武士が兵を挙げました。頼朝は，武士たちを組織して

関
かん

東
とう

地方を支配すると，弟の源
みなもとの

義
よし

経
つね

らを派
は

遣
けん

して平氏を攻
せ

め，

1185年に，壇
だん

ノ
の

浦
うら

（山
やま

口
ぐち

県）で平氏をほろぼしました。

2

5 4

6

平
へ い

氏
し

政
せ い

権
け ん

の誕
た ん

生
じょう

平氏の滅
め つ

亡
ぼ う

p.59

コ　 リョ

貴
き

族
ぞ く

から武
ぶ

士
し

へ  ▶院
いん

政
せい

と平
へい

氏
し

政
せい

権
けん

2
平氏は，どのように政治の実権を握

にぎ

り，どのような政治を進めたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

95

日本

朝鮮

年代

これから学習する時代

中国

1500 1600 1700 1800 1850
室町時代 安土・

桃山時代
明

清

江戸時代
戦国時代

朝鮮

年

　表

上の絵は，17世紀前半の江戸城とその周辺の様子です。左の貨幣は，17世紀の初めにつくられ，全国で使われるようになりました。このような変化がなぜ起こったのか，学習していきましょう。

江戸城の周りは堀
ほり

で
囲まれているね。
どうしてかな。

江
え

戸
ど

城
じょう

〈『江戸図屏
びょう

風
ぶ

』国立歴史民
みん

俗
ぞく

博物館蔵〉

寛
かん

永
えい

通
つう

宝
ほう

(左）と慶
けい

長
ちょう

小
こ

判
ばん

（右）　〈日本銀行金
きん

融
ゆう

研究所貨
か

幣
へい

博物館蔵〉

学習に役立つ
さまざまな情報を，
ウェブサイトで
見ることができます。

https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/ml-jh/rekishi.html#03
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平
へい

治
じ
の乱

らん

〈『平
へい

治
じ
物
もの

語
がたり

絵
え
巻
まき

』ボストン美術館蔵
ぞう

〉

日本

朝鮮

年代

これから学習する時代

中国

平安時代
鎌倉時代

モンゴル・元
明

室町時代南北朝時代
戦国時代

（北）宋 （南）宋
高麗

朝鮮

1100 1200 1300 1400 1500 1550

金年

　
表

上の絵は，12世紀の中ごろ
に武

ぶ
士
し
が

上
じょう

皇
こう

の御
ご
所
しょ

を襲
おそ

った場
ば
面
めん

を描
えが

いたものです。

天
てん

皇
のう

や貴
き
族
ぞく

を中心とした政治は，

どのように変わっていった
のか，

これから学習していきまし
ょう。

前のページの絵の

優
ゆう

雅
が
な雰

ふん

囲
い
気
き
とは，

様子が違
ちが

うね。

学習に役立つ
さまざまな情報を，
ウェブサイトで
見ることができます。

https://www.kyoiku-shupp
an.co.jp/

ml-jh/rekishi.html#02
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一遍は何をしているでしょうか。
市では何が売られているでしょうか。また，絵の中で右の 1～ 5の職人と関わりの深いものを探

さが

して
みましょう。

中世にはどのような人々が活
かつ

躍
やく

したのか予想してみましょう。

　上の絵は，中
ちゅう

世
せい

に新しい仏
ぶっ

教
きょう

の布教のために旅をした，一
いっ

遍
ぺん

の姿
すがた

を伝える『一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』の一場面です。
この場面では，一遍が市

いち

を訪
おとず

れています。絵の中には，どのような人物が描
えが

かれているでしょうか。また，
市にいる人たちはどのような様子でしょうか。これから学んでいく中世の人々の様子を見てみましょう。

福
ふく

岡
おか

の市
いち

〈『一
いっ
遍
ぺん
上
しょう
人
にん
絵
え
伝
でん
』清
しょう
浄
じょう
光
こう
寺
じ
（遊

ゆ
行
ぎょう
寺
じ
）蔵
ぞう
〉

Q1

Q2

Q3

一遍

市ではいろいろな物が
売られているね。
品物はどうやって
運ばれたのかな。

一遍の向かいにいる人は
だれだろう。

1

32

54

中世の職人たち
〈『職

しょく
人
にん
尽
づくし
歌
うた
合
あわせ
〔模

も
本
ほん
〕』東

とう
京
きょう
国立博物館蔵〉

学習を始めよう ～中世の暮
く

らしと社会～

歴史_060_061.indd   すべてのページ 2020/03/25   16:04

特色 1  − 1  のポイント：主体的・対話的で深い学び／見通し・振り返り

ともに学ぶ力・深く学ぶ力を育む 
内容構成の工夫

見通し・振り返りの学習活動に取り組みやすい内容構成
内容のまとまりごとの見通し・振り返りの学習場面をいっそう充実させ，主体的・対話的で深い学びを実現しやすい
構成にしました。思考・判断・表現する活動を通じて，より深い理解を促すことができます。

1特色

学習内容を理解しやすい
「本時ページ」  p.64-65 

1時間=見開き2ページごとに「学
習課題」（学習の見通し）と，「確認
／表現」（振り返り）を設け，生徒
の主体的な学習や，確実な内容理
解を促します。

2

視点を変えて捉えなおす「特設ページ」  p.88-89 

本時で学習した内容について，視点を変えて捉えなおすことができ
るテーマを設定しました。生徒が現代社会の諸課題と照らし合わせ，
多面的・多角的に考察できるよう工夫しています。

3

章の学習を振り返るまとめのページ 
「学習のまとめと表現」  p.92-95 

章全体の学習を振り返り，年表や地図にまとめる作業を通じ
て，基礎・基本の確実な定着を促します。また，自ら考察し，
集団で表現し合う活動を位置づけ，学習した知識や思考の過
程を再確認することができるようにしています。

4

章の学習を見通す導入ページ「学習を始めよう」  p.59-61 

章の学習内容をイメージできるような資料を中心に，導入ページを構成しました。資料の読み解きの活動を通
じて，生徒が興味・関心や見通しをもって，章の学習に取り組めるように工夫しました。

1

章の　流れ

4   学習のまとめと 
表現ページ

次の    章へ

3  特設ページ

2  本時ページ

1  導入ページ

1

good

2 3
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　絵巻物は，文章（詞
ことば

書
がき

）と絵が交
こう

互
ご

につな
げられ，物語が展

てん
開
かい

していくように作られ
た巻物です。建物の天

てん
井
じょう

や壁
かべ

をあえて描
えが

か
ないことで，室内の様子が見えるようにし
たり，一つの絵の中に同一人物を何度も描
くことで，できごとの進行を表したりする
表現が特

とく
徴
ちょう

的
てき

です。絵巻物からは，当時の
人々の様子を読み取ることができます。
資料 1 を読み解いてみましょう。

絵
え

巻
ま き

物
も の

を読み解こう

歴史の

2  絵巻物の形（資料 1 の場面）

貴族の寝
しん

殿
でん

造
づくり

（←ｐ.50）と比べて，武士
の館らしい特徴を三つあげよう。

館ではどのような動物が飼われている
だろう。また，それはなぜだろう。

Q1

Q2

武士は，馬上から的を射
い

る笠
かさ

懸
がけ

や流
や ぶ さ め

鏑馬などの訓練にはげみました。
3  武芸の訓練〈『男

お
衾
ぶすま

三
さぶ

郎
ろう

絵
え

詞
ことば

』東
とう

京
きょう

国立博物館蔵〉　
4  田植えの様子〈『大

だい
山
せん

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき
［模

も
本
ほん

］』東京大学史
し

料
りょう

編
へん

纂
さん

所
じょ

蔵〉

鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

に，農業や商業はどのよ
うに変化したか確かめよう。

農民と地
じ

頭
とう

，荘
しょう

園
えん

領主の関係につ
いて，図に表して説明しよう。

表現

確認

1 やがて，あとつぎの者一人に相続させる単
独相続が行われるようになり，女性の財産の権

けん

利
り

も制限されるようになっていきました。

1   武
ぶ

士
し

の館
やかた

 
〈『一

いっ
遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

』 
清
しょう

浄
じょう

光
こう

寺
じ

 
［遊

ゆ
行
ぎょう

寺
じ

］蔵
ぞう

〉

歴史の窓
　紀

き
伊
いの

国
くに
（和

わ
歌
か

山
やま

県）の阿
あ

弖
て

河
がわの

荘
しょう

は，京
きょう

都
と

の寂
じゃく

楽
らく

寺
じ

の
荘
しょう

園
えん

でしたが，地頭の湯
ゆ

浅
あさ

氏
し

が着任すると，農民は
地頭の支配も受けるようになりました。地頭は，武
力を用いて農民に労

ろう
役
えき

などの負
ふ

担
たん

を強制しようとし
ました。これに対して農民は，荘園領主の力で地頭
の乱

らん
暴
ぼう

をやめさせようと，13か条からなる訴
そ

状
じょう

を
まとめて領主に訴えました。1275年に出された訴
状は，農民自らが主に片

かた
仮
か

名
な

を使って書きました。

地
じ

頭
と う

を訴
うった

える農民
国宝

 

阿
弖
河
荘
上
村
の
百ひ
ゃ
く

姓し
ょ
う

ら
が
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
…（
略
）

一
　（領
主
に
納お
さ
め
る
）材
木
の
こ
と
で
す
が
、
地
頭
が
都
に
行
く
と
か
、
近
所
で
の
労

役
だ
な
ど
と
言
っ
て
は
、
人に
ん

夫ぷ

と
し
て
地
頭
の
所
で
こ
き
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
余よ

裕ゆ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
に
残
っ
た
人
を
、
材
木
を
運
び
出
し
に
山
へ
行
か
せ
た
と

こ
ろ
、
地
頭
が
「
逃に

げ
た
百
姓
の
畑
に
麦
を
ま
け
」
と
い
っ
て
追
い
戻も
ど

し
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
お
前
た
ち
が
麦
を
ま
か
な
い
と
、
妻
子
を
閉と

じ
込こ

め
て
、
耳
を
切
り
、
鼻
を

5  農民の訴状〈高
こう

野
や

山
さん

霊
れい

宝
ほう

館
かん

蔵〉

そ
ぎ
、
髪か
み

を
切
っ
て
尼あ
ま

に
し
て
、
縄
で
し
ば
っ
て
痛い
た

め
つ

け
る
ぞ
」
と
厳き
び

し
く
責
め
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
材
木
の

納の
う

入に
ゅ
う

が
さ
ら
に
遅お
く

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
…（
略
）

重文

国宝

鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

には，鎌倉や京
きょう

都
と

に屋
や

敷
しき

をもつ有力な

武士が増えましたが，地方の武士は，領地のな

かでも交通や水利のよい場所に，堀
ほり

や塀
へい

で囲んだ館
やかた

を設けて暮ら

しました。武士は領主として，下
げ

人
にん

や近くの農民を働かせて館の

周辺の田畑を耕作し，自らは乗馬や弓矢の武芸にはげんで戦いに

備えました。武士の一族は，惣
そう

領
りょう

を中心に血
けつ

縁
えん

によって団結し，

領地は惣領でない者にも分
ぶん

割
かつ

相続されました。武
ぶ

家
け

の女性は，土

地を相続することができたため，地
じ

頭
とう

になり，一族の中心として

領地を支配する女性も現れました。しかし，やがて新たな領地を

得られなくなると，一族の間で争いが起こることもありました。

公
こう

領
りょう

や荘
しょう

園
えん

の地頭となった武士は，土地の管理

や年
ねん

貢
ぐ

の取り立てを行いました。有力な武士の

中には，いくつもの荘園や公領の地頭となる者も現れました。地

頭がおかれた荘園では，地頭になった武士が，土地や農民を支配

しようとして，荘園領主とたびたび争いました。こうした争いは

幕
ばく

府
ふ

の裁
さい

判
ばん

によって決着し，地頭が一定額の年貢の納
のう

入
にゅう

をうけ負

1 2

4 3

1

武
ぶ

士
し

の暮
く

らし 

地頭の支配

うことで荘園の支配を任されたり，荘園の半分を地頭に与
あた

えたり

して，地頭の権
けん

利
り

が強くなっていきました。一方で農民は，領主

と地頭との二重の支配を受けて苦しみましたが，集団で地頭の勝

手な支配を領主に訴
うった

えるなどして，暮らしを守ろうとしました。

鎌倉時代には自然災害などによる飢
き

饉
きん

も起こり

ましたが，農地の開発が進み，農業技術も発達

しました。田畑に水を引き入れるかんがいの整備が進み，牛馬や

鉄製の農具を使った農耕が広まり，草木を焼いた灰
はい

などの肥料も

使われ始め，農業生産が高まりました。西日本を中心に，同じ田

畑で米を収
しゅう

穫
かく

した後に麦を栽
さい

培
ばい

する二
に

毛
もう

作
さく

も始まりました。

　農業の発達とともに，手工業や商業も盛
さか

んになりました。農村

にも，農具などの鉄製品を造る鍛
か

冶
じ

や，布や衣服を作る者が現れ

ました。寺社の門前や水陸の交通の要所には，年貢や商品の輸送

や取引を行う問
とい

丸
まる

が現れ，定
てい

期
き

市
いち

が開かれました。市での売買に

は宋
そう

銭
せん

が使われ，やがて年貢も銭
ぜに

で納
おさ

められるようになりました。

また，京都や鎌倉では，銭を貸す高
こう

利
り

貸
が

しも現れました。

5

民
み ん

衆
しゅう

と農業・商業

武士の館は，
貴
き

族
ぞく

の屋
や

敷
しき

と
どこが違

ちが

うだろう。

弓
きゅう

馬
ば

の道  ▶鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の人々の暮
く

らし4
鎌倉時代の人々は，どのような暮らしをしていたのでしょうか。学習課題

世紀▶ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｃ

縄文 古墳 平安飛鳥 南北朝 戦国 明
治 昭和大
正奈良 鎌倉 江戸 平成室町弥生 安土

桃山

1 ともに学ぶ力・深く学ぶ力を育む内容構成の工夫

学習の流れを見通しやすく，思考・判断・表現する 
場面を適切に位置づけたページ構成

1時間=見開き2ページの中に，本文・資料・学習活動をバランスよく位置づけ，より学びやすい
紙面にしました。資料を読み解く手がかりを示すなど，生徒が自ら学ぶことができ，確かな学力を
獲得できるよう工夫しています。

特色

1時間の学習を見通す「タイトル」・「学習課題」・
「時代スケール」
・ タイトルには，学習内容を象徴するような言葉を用い，生徒が自ら
「知りたい・考えたい」と意欲を高められるよう工夫しました。

・ 学習課題では，この時間の学習で何について追究していくのか，
学びの見通しをもてる課題を示しました。

・ 時代スケールは，この時間で学習する時期を意識することができ，
歴史の大きな流れと関連づけることに活用できます。

2 学習のきっかけとなる「導入」
学習内容の中心となる資料を大きく掲
載し，生徒の興味・関心を高めます。資
料を読み解く視点のヒントをキャラク
ターの言葉として示し，すべての生徒が
意欲的に取り組めるようにするなど，授
業で活用しやすい導入部にしました。

1

視点を変えて捉え
なおす「歴史の窓」
本文とは視点を変えて学習
内容を捉えなおすことがで
きます。歴史的事象につい
て，生徒の多面的・多角的
な思考や理解を促します。

5

本時の学習をまと
める「確認」と「表現」
学習課題に対応した2 段階
の問いで，本時の学習を振
り返り，基礎・基本の確実
な定着を支援します。

「確認」は，学習を振り返っ
て整理するステップです。

「表現」は，学習内容 を自
分の言葉で説明したり，対
話したりすることで深い学
びへとつ な げるステップ
です。

6

2

理解しやすい 
　「本文」
平易な表現で，できごと
の 関係性を捉えやすく，
生徒が学習内容を理解し
やすい「読 んでわかる」
文章です。

3

理解を深める 
　「資料」
本文と関連する地図・写
真・図などの豊富な資料
により，学習内容につい
てイメージを伴ってより
深く理解することができ
ます。本文と資料の関連
を番号で示し，本文と資
料を結 び つけて 学習を
進めることができます。

4

特色 1  − 2  のポイント：思考力・判断力・表現力／知識・技能／基礎・基本の定着

資料活用を促し，学び合いを支援する「歴史の技」・「読み解こう」
資料を活用しながら学習を深められるように，資料の読み解きを支援するコーナーを設けました。

「歴史の技」では，資料活用の方法や手順を示し，歴史学習で必要な技能の習得を支援します。
「読み解こう」では，資料を読み解く視点を問いの形で示し，生徒が自ら資料を活用する力を育みます。

▲ p.41

▼ p.188

4 5



季長が鎌倉を訪
おとず

れ，恩
おん

賞
しょう

を担
たん

当
とう

する安
あ

達
だち

泰
やす

盛
もり

に面会
している場面です。

5   幕
ばく

府
ふ

の役人に訴
うった

える御家人 
〈『蒙古襲来絵詞』宮内庁三の丸尚蔵館蔵〉

 み こう解読
資料 1と 5は，どちらも『蒙古襲来絵詞』
の一場面です。ｐ.68の「歴史の技

わざ
」も参

考にして，絵
え
巻
まき
物
もの
の読み解きに挑

ちょう
戦
せん
してみ

ましょう。
1元軍と御家人の武器や戦い方には，どの
ような違

ちが
いがあるだろう。

2季長が戦いに参加したのは，なぜだろう。
3季長がわざわざ鎌

かま
倉
くら
まで出かけたのは，

なぜだろう。
4季長がこれらの場面の絵を描

えが
かせたのは，

なぜだろう。

5  工場制手
しゅ

工
こう

業
ぎょう

による綿織物業〈『尾
お
張
わり
名
めい
所
しょ
図
ず
会
え
』国立国会図書館蔵〉

み こう解読
1 5の絵で，働く人たちは，それぞれどの
ような作業をしているだろう。
2 132ページの「木

も
綿
めん
の機

はた
織
おり
をする農家」

と比べて，生産方法にどのような違
ちが
いがあ

るだろう。
3それぞれの生産方法の利点を説明してみ
よう。

71 節　私たちと歴史

教育出版『小学社会　６』より

　中学校の歴史学習では，さまざまな資料を読み解き，東アジアなど日本と関わりの深い世界の歴史も学び

ながら，それぞれの時代の特色をとらえていきます。そして，時代の特色がどのように移り変わったのかに

注目することで，日本の歴史の大きな流れを学んでいきます。小学校の学習で身につけた「社会科の見方・

考え方」を活用したり，さらに発
はっ

展
てん

させたりして，中学校の歴史学習をより深めていきましょう。

◆時期や推
すい
移
い
…・いつ(どの時期)のできごとだろう。

	 ・前の時代から，どのように変化・発展したのだろう。
◆比

ひ
較
かく
…………・ＡとＢを比べると，どのような共通点や違

ちが
いがあるだろう。

	 ・その共通点や違いから，どのような特色があるといえるだろう。
◆関連…………・できごとが起こった原因や，社会的な背

はい
景
けい
は何だろう。

	 ・できごとの結果や，社会への影
えい
響
きょう
はどのようなものだったのだろう。

	 ・そのできごとと，ほかのできごととはどのような関係があるだろう。

歴史学習での見方・考え方の例

にアプローチ ～歴史の見方・考え方と学習の進め方史歴

歴史は，
小学６年生の
ときに，
学習したね。

関連づける

比べる

時期や変化

これまでに使った見方や考え方を，
6年生の学習でも生かしていこう。社会科の見方や考え方

場所や広がり

くふうや関わり

総合する

●ノートを使って学習を深めよう。
・ノートを見せ合いながら，意見を交換

かん

する。
・ノートを見直して，これまでの学習をつなげて考える。

学習した
日付

学習問題や，
その時間の
問い

資料などを
はる

●考えを整理しやすい書き方のくふうを
自分で見つけていこう。

ノートで「学びのあしあと」を残そう

国会のはたらき

調べてわかったこと

まとめ

今日の学習のふり返り

○月□日（◇曜日）

学習問題：国会には，

どのような役
やく

割
わり

が

あるのだろう。

話し合いで出た意見を
ふき出しで書いてみたよ。

ゆうまさんのノート

自分の
考え

友だちの
考え

今日の学習で
・考えたこと
・見つけたこと
・気になること
・よいと思った
友だちの考え
などを書こう。などを書こう。

江
え

戸
ど

時代に新しい文化が
生まれたことと，街

かい

道
ど う

などの
交通が発達したことには，
どのような関係があるのだろう。

鉄
てっ

砲
ぽ う

は，いつ，日本に伝わり，
戦
いくさ

に使われるようになったのかな。

都の貴
き

族
ぞ く

の服
ふ く

装
そ う

は，平安時代に
なると，どのように変わったかな。

前
ぜん

方
ぽ う

後
こ う

円
え ん

墳
ふ ん

が残っている場所は，
どのあたりに集中しているかな。

弥
や よ い

生時代の人々は，どんなくふうを
して米づくりをしていたのだろう。

平和や環
かん

境
きょう

を守るために，
世界の人々はどのような
協力をしているのかな。

豊
とよ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

が，検
けん

地
ち

をしたり刀
かたな

狩
が り

を
したりしたことなどをまとめると，
どういうことがいえるかな。

大
だいにっぽん（だいにほん）ていこくけんぽう

日本帝国憲法と
日本国憲法を比べると，
どんなちがいがあるかな。

3

中学校では，
どのように
学習を進めて
いくのかな。

次のページで，
中学校での
歴史学習の
ポイントについて，
もう少し詳

くわ

しく
紹
しょう

介
かい

します。

小学校の学習で活用した「社会科の見方・考え方」と「学習の進め方」

社会科の
学習の進め方

6年生の1年間
だけでなく，
中学校での学習にも
つなげていきたいな。

暮らしをよりよいものに
していくうえでの課題を
見つけ，その解決に向けて
学び続けていきたいな。

• 自分たちの暮らしの
あり方を見直そう。

• 地
ち

域
い き

や社会に見られる
課題の解決に向けた
行動につなげよう。

このページを参考にして，
６年生の社会科の
学習を進めていこう。
「つかむ」「調べる」
「まとめる」「つなげる」を
くり返していくよ。

予想して，学習計画を立てよう
• 学習問題について予想しよう。
• 予想をもとにして，調べることや

調べ方の見通しを立てよう。

学習問題をつくろう
• みんながそれぞれ疑問に思ったことや　

知りたいことを整理してつくろう。

つかむ
学習問題を
つくろう

予想して，
学習計画を立てよう

？

わたしたちが選挙で
投票できるようになる
18才まで，あと何年だろう？

次の
学習や暮

く

らしに

わたしたちの暮
く
らしと日

に
本
ほん
国
こく
憲
けん
法
ぽう
は，

どのようにつながっているのだろう。
にっぽんこく

4

学習したことを生かして，
日本や世界のこれからに
ついて考えてみよう。

学習問題の
解決に向けて調べよう

• 問題の解決につながる資料を
集めよう。

• 資料を読み取り，整理しよう。
• 予想と照らし合わせながら調べよう。
• 問題の解決につながるキーワードを見つけよう。

• 最初につくった学習問題を
確かめよう。

• キーワードを確かめよう。
• わかったことを整理しよう。
• 学習問題に対する自分の考えを

表現しよう。
• みんなで，たがいの考えを交流しよう。

学習をまとめよう

みんなで話し合って学習問題をつくることができたかな。
予想をもとにして学習計画を立てることができたかな。
予想と照らし合わせながら調べていくことができたかな。
最初につくった学習問題を解決することができたかな。

学習の進め方をふり返ろう

調べる
学習問題の解決に
向けて調べよう

まとめる
学習を
まとめよう

学習したことの
中から，
自分が大切だと
考えたことを
選んでみよう。

選
せ ん

択
た く

判
は ん

断
だ ん

・

次の学習や
暮らしにつなげる

5
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　中学校の歴史学習では，歴史的なできごとや人物の活
かつ

躍
やく

，社会や文化の変化について，原因や背
はい

景
けい

，結果

やその影
えい

響
きょう

など，歴史の流れの中に位置づけながら考えていきます。ここでは，歴史学習を進める際のポイ

ントや資料の活用のしかたを紹
しょう

介
かい

します。p.7に示した「歴史学習での見方・考え方の例」も確
かく

認
にん

しながら

見てみましょう。

　歴史の流れを考えたり，考えたことを班
はん

や学級で共有してさらに考えを深めたりすることで，歴史のさま

ざまな面が見えるようになってきます。ここでは，そうした学習を進める際に役に立つ，図・表などを使っ

て思考を整理する方法を紹介します。

　5W1Hは，When(いつ)・Where(どこで)・Who(だれが)・
What(何を)・Why(なぜ)・How(どのように)のことです。これら
を確かめることで，できごとのあらましをとらえることができます。

ポイント１ できごとの5W1Hを確かめよう

　歴史上のできごとは，なぜ，どのようにして起こったのか，調べて
みましょう。原因は，一つだけではないかもしれません。また，背景
について考えるときには，日本の政治・社会・文化などのほかに，世
界の歴史の動きも意識することが大切です。

ポイント2 できごとの原因や背景を確かめよう
　歴史上のできごとは，どのような結果になったのか，調べてみまし
ょう。また，その影響については，政治を行う人・民

みん
衆
しゅう
・諸
しょ
外
がい
国
こく
な

どそれぞれの立場の人々にとってはどのような意義があったのかなど，
さまざまな角度から疑

ぎ
問
もん
をもって調べることが大切です。

ポイント3 できごとの結果や影響を確かめよう

　その時代のできごとや，政治・社会・文化の動きなどを総合して，
時代の特色を考えましょう。各章末の「学習のまとめと表現」のペー
ジを活用すると，時代を大きくとらえることができます。

ポイント4 時代の特色をとらえよう
　ある時代と，その前後の時代を比べて，歴史の推

すい
移
い
や転換を考えま

しょう。各章末と各章の扉
とびら
の「時代の変化に注目しよう」を活用する

と，資料の比
ひ
較
かく
から時代の転換をとらえることができます。

ポイント5 時代の転
て ん

換
か ん

をとらえよう

　新聞は，明
めい
治
じ
時代

以
い
降
こう
に表れたメディ

アで，日付が特定で
きることも特

とく
徴
ちょう
です。

当時のできごとや，
それを世の中がどの
ように受け止めたか
を読み取ることがで
きます。

新聞を読み解こう

歴史の

米
こめ

騒
そう

動
どう

を伝える新聞 
（「大

おお
阪
さか
朝日新聞」1918年８月５日）

　絵や写真からは，当時の社会の様
子を読み取ることができます。何の，
どのような場面が描

えが
かれて(写され

て)いるか，現代との共通点や違
ちが
い

にも注目して見てみましょう。

絵や写真を読み解こう

歴史の

室
むろ

町
まち

時代のころの田植えの様子〈『月
つき
次
なみ
風
ふう
俗
ぞく
図
ず
屏
びょう
風
ぶ
』東
とう
京
きょう
国立博物館蔵

ぞう
〉

大
たい

正
しょう

時代の生
き

糸
いと

の生産

歴史の見方・考え方を自分たちの学習に役立てよう

ポイント２・３は，
まとめて「因果関係」と
言い表すこともできますね。

図や表に整理して考えよう

歴史の

重要だと考えるできごとにしぼって記入します。

◆時期や順序を明確に示すことができます。
❶年表で表す

できごとの流れを矢印で結び，そのできごとの背景を線で結びます。

◆因果関係や世界史との関連をわかりやすく示すことができます。
❷矢印と囲みで，図に表す

項目を決め，それぞれの欄
らん
に内容を記入します。右の表のように，5W1H(だれが，何を，いつ，どこで，なぜ，どのよう

に)などを整理することもできます。

◆できごとをさまざまな面から理解したり，項
こ う

目
も く

ごとに比べたりすることができます。
❸表に整理する

織田信長 豊臣秀吉 徳川家康

拠
きょ

点
てん

とした
城 安

あ

土
づち

城 大
おお

阪
さか

城 江戸城

おもな政
せい

策
さく

武力で，仏
ぶっ

教
きょう

勢力を
おさえた。
楽
らく

市
いち

・楽
らく

座
ざ

で，商工
業を盛

さか

んにした。

村ごとに検
けん

地
ち

を行
った。
刀
かたな

狩
がり

を行い，武
ぶ

士
し

と
百
ひゃく

姓
しょう

を区別した。

征夷大将軍になり，
江戸幕府を開いた。
武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

を定め
て，大名を統制した。

外国との
関係

キリスト教を保護
した。

朝
ちょう

鮮
せん

に２度にわた
って軍を送った。

朝鮮との交流を再
開した。

できごと

When(いつ) Where(どこで)

Who(だれが) What(何を)

Why(なぜ) How(どのように)

年 主なできごと(*は世界のできごと)

15世
せい

紀
き

末 *ヨーロッパ諸国が世界進出を始める

1543 *ポルトガル人が日本に鉄
てっ

砲
ぽう

を伝える

1549 *ザビエルが日本にキリスト教を伝える

1573 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が室町幕
ばく

府
ふ

をほろぼす

1590 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を統一する

1603 徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

になる

… …

近
きん

世
せい

初期の主なできごと

戦国大名の支配から江戸幕府の支配への変化

勢力争いや戦
せん

乱
らん

江
え

戸
ど

幕府の
大
だい

名
みょう

統制
(幕
ばく

藩
はん

体制)

大きな戦乱のない社会へ

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

の
領
りょう

国
こく

支配

室町幕府の
権
けん

力
りょく

の低下
ヨーロッパ人の来航
	・鉄砲の伝来，南

なん

蛮
ばん

貿易

信長・秀吉の
統一事業

徳川家康の
全国支配

▲ p.22-23

▲ p.135

▲ p.75 ▲ p.137

1 ともに学ぶ力・深く学ぶ力を育む内容構成の工夫

「見方・考え方」を働かせた学びや 
資料の活用を支援する学習コーナー

視点や方法を意識的に働かせながら学習を進めていくための紙面や，資料活用の技能を身に付け
るためのコーナーを設定し，思考や理解を深めながら学習を進めていくことができるようにしました。

特色

3

歴史学習で必要な技能の習得
を支援する「歴史の技」
絵や写真，新聞，地図や系図など，歴史
学習の中で活用する機会の多い資料に
ついて，資料活用の方法や手順を示し
ています。教科書中 7 か所に設けてい
ます。
生徒が自ら資料を活用する力
を育む「読み解こう」
資料を読み解く視点を問いの形で示す
コーナーを，教科書中17か所に設けて
います。読み解きのガイドとして活用す
ることができます。

教科書の冒頭に位置づけた「歴史の見方・
考え方と学習の進め方」  p.7-9 

小学校での学習の進め方や「見方・考え方」を振り返
り，中学校の歴史での「見方・考え方」を働かせた学
習の進め方につなげるためのページを，教科書の冒頭
に設定しました。小学校社会科からのスムーズな接続
を図るとともに，生徒が「見方・考え方」を意識的に
使いこなせるようになるための「道具」として，活用し
ていただけるページです。

特色 1  − 3  のポイント：歴史的な見方・考え方／資料活用の技能

good
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